
第２８号 

スポーツ系クラス（フィッシング）…わかば１・２組 

（担当者、田中文隆・田中光弘・三澤・山我・熊本） 
 
「スポーツ系クラス」のフィッシングクラスは、

堤防での「浮き釣り」を主に学習を行いました。特

に、２年連続で

参加した人は、

やる気も研究

心も旺盛で、自

分で釣り道具

や仕掛けを準

備し、事前学習

を行い、本番に

臨んだようで

す。もちろん、初心者の人でも、暑さにも負けず、

ねばり強さと気合い十分の人たちが見受けられまし

た。しかし、フィッシングは自然相手のスポーツで

す、けっして自分の計画通り、思い通りに事は運び

ません。自然との駆け引きこそが、まさに、フィッ

シングの醍醐味といったところでしょう。 

 
「魚の習性を知り、海の状態を判断し、仕掛けを研

究し、餌を選択する。」 実に綿密な思考と行動が要

求されるという

ことです。人任

せではけっして

満足できる結果

は得られないで

しょう。さて、

フィッシングの

メンバーは、ど

んな魚を釣り上

げたのでしょうか？釣り方の工夫や、苦労、感想、

など、本当は、一人ひとりに聞いてみたいところで

すが、それは、学習発表会（わかばアカデミア）の

発表まで楽しみに待つとしましょう。今回は、ご自

身もフィッシング初心者である田中光弘先生に、ご

感想を書いていただきました。 

今回は、フィッシングクラスを紹介しましたが、

いかがでしたか。仲間の奮戦ぶりが、少しは伝わっ

たでしょうか。楽しそうな雰囲気ですね。 

田中光弘先生 より 

 「先生、つれた!」 

 この言葉が聞こえた方向に、私はカメラの焦点を

合わせました。 

 私は釣りの初心者です。ふれあいの村も初めてで

す。海が近いので、釣り場も近くにあるのだろうと

私はたかをくくっていました。 

 しかし、歩いても見えるのは岩場ばかり。やっと

釣り場についたのはたっぷり２０分以上歩いた後

でした。 

 吹き出す汗もそのままに、しかけのできた人から

どんどん海に挑戦します。ほっと一息ついたとき、

その瞬間は突然やってきました。 

 初めて見る釣れたばかりの海魚。生徒も、そして

私も笑顔になれた瞬間でした。 

心に残ったことば 

釣り場に捨てられたままの仕掛けやゴミ。みな

さん、後始末をしましたか？残念ながら、今回は、

担当の先生方が綺麗に後始末をしてくださいまし

た。「ゴミが釣り場をだめにする」田中文隆先生の

おっしゃった言葉です。後かたづけは当然のエチ

ケットであると同時に、環境問題の基本でもある

のです。ゴミは自然消滅しません。軽い気持ちで

残したゴミでも、環境に対する悪影響は重大なの

です。せっかく海に遊んでもらったのですから…。

ご恩返ししても良いですよね。 
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